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平成２３年度 財団法人上田市体育協会事業報告書 

 

平成２３年度、当協会は市民の体力向上とスポーツ精神の高揚を図ることを目的とし、市民一

人ひとりがスポーツ活動を継続的に実践し、健康で生涯にわたりスポーツに親しむことができる

明るい社会と競技力の向上につながるスポーツ環境を目指し、当協会加盟団体及び関係機関・団

体と連携し次の諸事業を実施した。 

 

１ 市内３体育協会の統合について 

平成１５年５月より開始した財団法人上田市体育協会、丸子体育協会及び真田町体育協会の統

合に向けた協議は、基本事項についての協議が整い平成２３年４月１日に仮調印式を行い、１２

月１７日には市内３体育協会統合基本協定調印式を納会の席上にて式典を開催した。 

〔平成２４年４月１日をもって財団法人上田市体育協会、丸子体育協会及び真田町体育協会が統

合し、新たな財団法人上田市体育協会が発足した。〕 

 

２ 東日本大震災における義援金活動について 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に伴う被災地の青少年のスポーツ活動を支援す

るため、３月２３日に開催した理事会・評議員会において義援金募金活動を展開することに決定

し、総額５００万円を目標として、加盟団体・スポーツ少年団に広く協力を依頼し義援金活動を

展開した。支援先については、真田幸村公と所縁のある宮城県白石市の助言を得ながら甚大な被

害をもたらした宮城県沿岸部２市３町へお預かりした義援金・支援物資を直接お届けしました。 

また、当協会義援金活動の主旨に賛同いただきました自治会・企業の皆さまのご協力により目

標額を大幅に上回り、最後に今回の支援先の助言を頂いた白石市に義援金を届けた。 

 

○募集期間  ： 平成 23 年 3 月 24 日(木)～平成 24 年 3 月 30 日(金) 

 ○義援金総額 ： ５，１４９，５０６円 ※内訳別紙のとおり 

○支援先   ： 宮城県／３市３町  

支援先 第 1 次支援 

(H23・4/25) 

第 2 次支援 

(H23・7/4) 

第 3 次支援 

(H24・3/16) 

支援総額 支援物資 

(信州リンゴ) 

名取市 600,000 円 400,000 円  1,000,000 円 8,400 円 

岩沼市 600,000 円 400,000 円  1,000,000 円 8,400 円 

亘理町 600,000 円 400,000 円  1,000,000 円 8,400 円 

山元町 600,000 円 400,000 円  1,000,000 円 8,400 円 

南三陸町 600,000 円 400,000 円  1,000,000 円 8,400 円 

白石市   100,000 円 100,000 円 7,560 円 

計 3,000,000 円 2,000,000 円 100,000 円 5,100,000 円 49,560 円 

 ※運動用具等の支援物資については、第１次訪問時に届ける。 
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○第 1 次訪問者 体育協会：湶副会長 増沢副会長 丸山副会長 宮下事務局長（４名） 

         教育委員会：小山教育長 佐藤体育課長（２名） 

○第 2 次訪問者 森会長、丸山副会長、宮下事務局長、西川事務局職員（４名） 

○第 3 次訪問者 宮下事務局長（１名） 

      

３ 新公益法人制度改革への移行について 

一般財団法人への移行決定に伴い、最初の評議員の選定方法について県教育委員会に申請し認

可をいただいた。また、移行の役員定数については、県内の財団体育協会の対応を基に検討を行

ない、県下５市財団体育協会との情報交換を行った。 

 

４ スポーツ活動の推進と行政との連携について 

 上田市教育委員会の「上田市スポーツ振興計画」に沿い、ビジョン検討委員会で協議を進めて

いた「うえだスポーツ振興ビジョン」を２月に策定した。 

今後はビジョンの具体化を図るため「ビジョン推進会議」を早急に設置する。 

 ○方   針    『生涯健康・元気都市うえだの実現』 

 ○スローガン    『明るく！楽しく！元気よく！あいさつがこだまする協会を目指して』 

 ○キャッチフレーズ 『スポーツで地域づくり いい汗 いい顔 いい仲間』 

 

５ 競技力向上事業の推進について 

（１）競技力の一層の向上を図るため、競技力向上事業補助金交付規定に基づき、以下の６団体

に対して強化選手の指定を行ない、競技力向上への取り組みに対し補助金を交付した。 

また、加盟団体のヒアリングを行い競技力の向上のための現状把握に努めた。 

〔２３年度強化選手〕 

① 上田陸上競技協会   （１団）上田東御小県チーム 

② 上田アーチェリークラブ（３名）宮原雅 関一也 斉藤あや子 

③ ボウリング連盟上田支部（１名）竹下将弘  

④ 上田乗馬倶楽部    （３名）増田真七海 若林凛香 羽毛田ひなの 

⑤ 上田レスリング協会  （６名）滝沢晃頼 甲斐譲 矢野口力 赤羽健 藤松卓矢 

               マルチネスタダシ 

⑥ 上田剣道連盟     （１名）中島多恵 

 

（２）市民やスポーツ指導者の資質向上を目的としたスポーツ講演会・講習会を実施した。 

 〔講演会〕 

  ○シリーズスポーツ講演会 

  ・２月６日（月）上野が丘公民館 １９：００～２０：３０ 

  ・講師：野口京子 氏（長野大学准教授・ロス五輪女子バレーボール銅メダリスト） 

  ・演題：「我が子は将来トップアスリート？」 

  ・参加：８３名 
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〔講習会〕 

  ○スポーツ栄養学講習会 

・５月１４日（土）上野が丘公民館 １０：００～１３：００ 

・講師：堀内真由美 氏（管理栄養士・フードコーディネーター） 

・内容：栄養学及び実技 

・参加：２５名 

○ＡＥＤ講習会（普通救命講習会） 

・６月２日（木）上田城跡公園第二体育館 １３：００～１６：００ 

・講師：上田中央消防署職員２名 

・参加者：８６名 

○テーピング＆ストレッチング講習会  

・２月１９日（日）自然運動公園総合体育館 ９：００～１６：００ 

・講師：長野県柔道整復師会東信支部 上小スポーツボランティア委員会１３名 

・参加者：４０名 

 

６ 青少年スポーツ振興及び育成事業の強化について 

（１）青少年のスポーツ活動を支援するため、スポーツ少年団の育成支援、登録促進に努め、３

６団、団員・指導者 2,504名・役職員 11名が登録した。 

 ○スポーツ少年団登録状況 

年度 登録団数 団員数 指導者数 

２２年度 ３４団体（２６種目） ２，０９３人 ４３６人 

２３年度 ３６団体（２７種目） ２，０５５人 ４４９人 

 

（２）市内小・中学校及び保育園へ入団の案内チラシを配布し新規団員の加入を進めた。 

（３）上田市スポーツ少年団創設２５周年記念事業を実施し、スポーツ少年団活動の更なる充実

を図った。 

 ア）新たなスポーツ少年団の結成 

   ○「ちびっこなんでもスポーツ少年団」の結成 

  イ）階層別講習会の開催 

   ○１１月２６日 上田市染屋台グラウンド 参加者１２３名 

○元読売巨人軍 篠塚和典氏・定岡正二氏による少年野球教室 

  ウ）交流大会の開催 

   ○１１月３日 上田城跡公園陸上競技場 参加者５６１名 

  エ）卒団者による講習会・講演会の開催 

   ○軟式野球、スキー、ＦＣ東上田、スポーツ少年団で実施 

  オ）ボランティア清掃の実施 

   ○市内しなの鉄道駅周辺、上田橋・常田新橋・上田大橋などの清掃 
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   ○５月～８月  参加延べ人数 １３団、５０８名 

 

 

７ 体育施設整備の促進について 

（１）平成２０年度より全面改修整備を進めていた旧県営野球場跡地の染屋台グラウンドは工事

が終了し新しく多目的グラウンドとして生まれ変わった。なお、芝生管理などは使用関係団

体の協力が必要であり今後の課題である。 

また、加盟団体に対して施設改善要望アンケートを実施し市へ要望をおこない小規模修繕

など幾つかの施設の改善が図られた。 

（２）国史跡上田城跡内体育施設の改築・改修については、可能か不可能かの基本的な考えにつ

いて、文化庁への意向確認についての上田市への要望を行った。要望の回答は、史跡内の体

育施設の改修を行なうことは困難との文化庁の見解が示された。また、施設専門委員会では、

城跡公園内体育施設整備についての研究を行なうため、山形市への先進地視察を行った。 

○先進地視察 

  ・期 日  平成２３年７月２７日(水)～２８日(木) １泊２日 

  ・視察先  山形県山形城跡・霞城公園 （山形市教育委員会スポーツ保健課） 

        山形市総合スポーツセンター（財団法人山形市体育協会） 

        山形県総合運動公園（やまがたスポーツパーク株式会社） 

  ・参加者  副会長３名、施設専門委員７名、体育施設係長、事務局２名 

 

８ スポーツ教室・大会・講習会・研修会の開催と支援について 

市民の生涯スポーツへの参加と健康及び体力向上を図るため、スポーツ教室・大会・講習会・

研修会の開催・支援を行った。 

 

９ 市民の健康体力つくり運動への支援について 

市民が自主的で主体的な活動を行うことのできる環境づくりを目指し開催している「市民健康

体力つくりの日」事業は上田城跡公園体育館休館日を利用して着実に実施され、１月から３月ま

での冬期間には古戦場公園多目的室内運動場でゲートボールを実施し、多くの参加者より好評を

得ている。また、参加者の健康サポートを行なうため、市健康推進課の協力を得て体力チェック

を実施した。 

９月１日には開始以来６００回の節目を迎え佐久整形外科クリニック中村崇先生（理学療法士）

による体力向上セミナーを開催した。 

○２２年度 ４９回開催  延べ参加者数 ５,７９７人 

  ○２３年度 ４７回開催  延べ参加者数 ５,８２０人 

 

１０ スポーツ交流の推進について 

第１４回「野球の日」野球大会を８月７・８日に開催し、姉妹都市の上越市をはじめ県外から

のチームを招いての交流や長野県スポーツ少年団剣道交流大会、東信地区軟式野球交流大会を開
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催し、青少年の交流を図った。 

また、東日本大震災被災地の子どもたちを招待し上田青年会議所と協力して交流事業を行った。 

○上田青年会議所認証 50周年記念 平成２３年１０月８～１０日 コトヒラ工業グラウンド 

 ・福島県田村市「引船レッドボーイズ」「引船スポーツ少年団」と「上田市軟式野球スポーツ

少年団」の軟式野球交流 

 ○長野県スポーツ少年団剣道交流大会 １１月１３日（６７２名）  

 ○長野県スポーツ少年団東信地区軟式野球交流大会 ５月２１・２２・２８日（４４７名） 

 

１１ 体育功労者及び優秀選手等への表彰について 

本協会表彰規程に基づき、理事会で決定し、体育功労賞８名、栄光賞個人２名を表彰した。 

また、国、県、市等への表彰について内申を行った。 

○体育功労賞受賞者（８名） 

山岸 幸男（上田市軟式野球連盟） 高橋 利雄（上田スキークラブ） 吉池 豊（上田柔

道協会） 宮﨑 完（上田市弓道協会） 矢島 忠（上田ソフトボール協会） 太田 政敏

（上田合気道協会） 中曽根 彬（上田市スポーツダンス協会） 岡村 徹（会長推薦） 

○栄光賞受賞者（２名）   

野崎 新市（ボウリング連盟上田支部）竹下 将弘（ボウリング連盟上田支部） 

○日本体育協会・日本オリンピック委員会創立１００周年記念功労者表彰 

  遠藤 利治（元上田市体育協会会長） 久保 忠夫（前上田市体育協会会長） 

○長野県スポーツ振興功績者表彰 

  久保 忠夫（前上田市体育協会会長） 

○上田市功労・善行表彰（6 名）［上田市体育協会長推薦］ 

清水克也（体協理事）山浦和男（バドミントン）宮原政廣（少年硬式野球）寺西始代（ソフ

トテニス）佐渡武夫（スポーツ少年団）土屋康雄（スポーツ少年団） 

 

１２ 国体選手の激励と壮行会の開催について 

上田市から長野県代表として参加する国体の選手・監督・コーチ・トレーナーを激励するため、

９月２７日(火)に市役所本庁舎６階大会議室で体協役員・関係者の出席により盛大に壮行会を開

催した。 

また、出場した馬術競技・増田真七海選手、ボウリング競技・野崎新市選手の２名が優勝した。 

○第６６回国民体育大会 山口国体出場者数 

【選手２３名、監督４名、支援コーチ７名、派遣トレーナー１名、合計３５名】 

陸上競技（６名）バスケットボール競技（１名）レスリング競技（１１名）馬術競技（１名）

弓道競技（２名）剣道競技（１名）山岳競技（２名）アーチェリー競技（８名）なぎなた競（１

名）ボウリング競技（２名） 

 

１３ 広報活動の推進について 

市民のスポーツへの関心や理解を深めてもらうため、様々なスポーツ情報を広く市民への提供
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に努めた。また、上田ケーブルビジョンと協力して「スポーツだより」の開設に協力した。 

○ 体育協会ホームページによる情報提供 ○ http://zuku.umic.jp/hp/ueda-taikyo/ 

  （23 年度アクセス件数  １，５１４件） 

 

○ 広報誌の発行 

体育協会や各加盟団体の様々なスポーツ情報を広く市民に提供するため、広報誌「体協うえ

だ」を今年度より丸子・真田・武石地域への配布を拡大し市内全域に自治会回覧とした。 

・回数 年２回発行 ・時期 ８月、１２月  ・部数 各１２，０００部 

 

１４ 県大会規模以上の各種競技大会開催に向けての誘致活動と開催支援について 

「第２５回上田古戦場ハーフマラソン」の開催や全国から１７０チーム約 4,000 名が集う「第

２３回全日本生涯野球大会」、1,688名の参加があった「真田幸村公ロマンウォーク」など加盟団

体の運営協力により盛大に開催され上田市の観光ＰＲにも寄与した。 

 

１５ 加盟団体組織の充実強化について 

加盟３７団体において自主的なスポーツ活動がスムーズに実施できるよう運営支援を行った。

補助金の交付に当たっては、役員体制、総会（役員会）に提出した事業計画、予算書、事業報告、

決算書などの資料提出を求めて執行していることから、全般にわたって適正な会計処理がなされ、

改善されて来ている。 

また、加盟団体の現状の把握と今後の体育協会の活動方針及びビジョンへ反映させるため、初

めてヒアリングを実施した。 

 

１６ 賛助会員の募集拡大と財源確保について 

財政基盤強化のため財務専門委員会において企業団体、個人等に対し賛助会員の加入促進を図

った。また、賛助会員の拡大を図るため、体育協会ホームページへの掲載や体育施設等へのポス

ター等の設置を検討した。 

昨今の厳しい経済状況の中、財務専門委員会だけでの会員確保は困難なため、今後も加盟団体

の皆さんの協力がより一層必要である。 

○賛助会員の状況（平成２４年３月３１日現在） 

 

 

 

 

１７ スポーツ会館の建設及び特定基金について 

  上田市教育委員会スポーツ推進課との連携強化を図ることを優先にすることと厳しい財政状

況のなかでのスポーツ会館の建設は凍結し、今後、特定積立基金の取り扱いについては一般財

団法人への移行と併せ明確にする。 

 

年 度 会員数 金 額 継続会員 新規会員 

２２年度 ２６６ ２７０万円 ２６２  ８ 

２３年度 ２５６ ２５７万円 ２５２  ４ 
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１８ スポーツに関する調査研究について 

（１）講演会の開催 

  ○上田市議会スポーツ振興議員連盟 スポーツ講演会（共催） 

  ・１１月２５日（金）ＪＡ信州うえだ会議室 １０：００～１２：００ 

  ・講師：小林敬和 氏 （上田市出身 ＪＯＣ専任コーチングディレクター） 

・演題：「国家スポーツ戦略としてのトップスポーツのあり方と地域拠点の活用」 

・参加者：４３名 

（２）先進都市体育協会視察 

山形市のスポーツ振興計画等の策定状況や市と体育協会との事業区分及び連携等などにつ

いてスポーツ振興先進地の視察を行った。 

  ・期 日  平成２３年７月２７日(水) 

  ・視察先  財団法人山形市体育協会 

（３）５月１９日に発生した自然運動公園アーチェリー場事故の再発防止のため、スポーツ活動

中の安全指導について加盟団体・スポーツ少年団への周知徹底を行った。 

 

１９ 他機関・他団体事業との連携・協力について 

（１）市民のスポーツ活動支援として、地域事業所及び学校のスポーツ大会への審判員派遣を加

盟団体と協力して行なった。 

（２）（財）長野県体育協会の事業については連携協調を図りスポーツの振興に努めた。 

（３）東信都市体育協会連絡協議会は、８月２３日に上田市、小諸市、佐久市、東御市の４市体

育協会により東御市で開催し、身体教育医学研究所による研修会と各市提案事項の協議や情

報交換を行い、東信地区４市の連携を図った。 

（４）県下５市財団法人体育協会（長野・松本・岡谷・飯田・上田）事務局会議を上田市の提案

により３月２２日松本市で開催し、各体育協会の課題である新公益法人制度改革移行につい

ての情報交換をおこない、移行に向けた資料等の提供を受けた。 

 


